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表紙説明表紙説明

No.555No.555

私たちが島の安全を守ります私たちが島の安全を守ります
～女性消防団員活動開始～～女性消防団員活動開始～



ちびっこ土俵入り 開会式の様子
二部個人戦ー優勝を懸けた一番

軍配はどちらに

男子の中に混じり、小学四年
の部準優勝―大喜弘奈さん 小学生団体戦１～３位独占の志戸桶 団体優勝の自衛隊Ａ

第３２回喜界町夏まつり第３２回喜界町夏まつり

　

町
が
誇
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
第

　

町
が
誇
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
3232
回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
」
は

回
喜
界
町
夏
ま
つ
り
」
は
88
月月
33
日
・
日
・
44
日
、
各

日
、
各

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

観
客
も
手
に
汗
握
る
土
俵
上
の
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
相
撲
大
会
。
老
若

　

観
客
も
手
に
汗
握
る
土
俵
上
の
真
剣
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
相
撲
大
会
。
老
若

男
女
が
ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
参
加
し
商
店
街
が
活
気
に
満
ち
た
歩
行
者
天
国
。
炎

男
女
が
ミ
コ
シ
パ
レ
ー
ド
な
ど
に
参
加
し
商
店
街
が
活
気
に
満
ち
た
歩
行
者
天
国
。
炎

天
下
の
な
か
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
。
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

天
下
の
な
か
白
熱
し
た
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
。
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ

が
催
さ
れ
、
会
場
が一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
演
芸
シ
ョ
ー
。

が
催
さ
れ
、
会
場
が一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
っ
た
演
芸
シ
ョ
ー
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
大
迫
力
「
３
０
０
０
発
の
花
火
」。
真
夏
の
澄
ん
だ
夜
空
に
色
鮮
や
か

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
大
迫
力
「
３
０
０
０
発
の
花
火
」。
真
夏
の
澄
ん
だ
夜
空
に
色
鮮
や
か

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
頭
上
に
咲
い
た
大
輪
の
花
に
多
く
の
観
衆
が
歓
声
を
上
げ
た
。

に
打
ち
上
げ
ら
れ
、
頭
上
に
咲
い
た
大
輪
の
花
に
多
く
の
観
衆
が
歓
声
を
上
げ
た
。

　

町
民
を
熱
気
と
歓
声
の
渦
に
包
み

　

町
民
を
熱
気
と
歓
声
の
渦
に
包
み
22
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
夏
ま
つ
り
は
、

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
夏
ま
つ
り
は
、

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

オープニングは中里集落盆踊りオープニングは中里集落盆踊り 迫力ある津軽三味線の音色迫力ある津軽三味線の音色

翌日は早朝 6時から、若手役場翌日は早朝 6時から、若手役場
職員らは会場周辺清掃を行った。職員らは会場周辺清掃を行った。吉野光ショー吉野光ショースギラ会場に多くの町民がつめかけたスギラ会場に多くの町民がつめかけた

喜高吹奏楽部の迫力のある演奏喜高吹奏楽部の迫力のある演奏

花火・演芸ショー花火・演芸ショー
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相撲大会相撲大会

一般団体戦優勝・荒木チーム一般団体戦優勝・荒木チーム
一般個人戦入賞者・三田美さん（中央）・一般個人戦入賞者・三田美さん（中央）・
惠（翔）さん（左）・惠（勇）さん（右）惠（翔）さん（左）・惠（勇）さん（右） 一般個人戦～優勝を懸けた大一番～一般個人戦～優勝を懸けた大一番～

小
学
生
の
部

団
体
戦

　

 

優
勝 

湾
・
２
位 

荒
木
Ａ
・
３
位 

志
戸
桶
A

個
人
戦

四
年
生
の
部

　

 

優
勝 

勇
美
玲
・
２
位 

登
祐
輔
・

３
位 

浜
岡
獅
童

五
年
生
の
部

　

 

優
勝 

加
島
優
太
・
２
位  

永
山
蓮 

・

３
位 

徹
島
航

六
年
生
の
部

　

 

優
勝 

澄
田
豪
大
・
２
位 

照
賢
将
・

３
位 

榮
健
生

一
般
の
部

団
体
戦

　

 

優
勝 

荒
木
・
２
位 

上
嘉
鉄
青
年

団
・
３
位 

50
年
生

個
人
戦

　
 

優
勝 

三
田
美
将
大
・
２
位 

惠
翔

太
・
３
位 

惠
勇
斗

相
撲
の
結
果

相
撲
の
結
果

歩行者天国歩行者天国

多くの若者が集ったバンド演奏多くの若者が集ったバンド演奏 上手く入れて商品をゲット上手く入れて商品をゲット 上手にすくえるかな？上手にすくえるかな？

1等商品目指して抽選会1等商品目指して抽選会 多くの夜店でにぎわった多くの夜店でにぎわった 今年も Aコープ前は多くの人だかり今年も Aコープ前は多くの人だかり

ＪＡＣなど多くの企業から商品のＪＡＣなど多くの企業から商品の
提供があった提供があった

四～六年の個人優勝者・勇さん（左）・四～六年の個人優勝者・勇さん（左）・
加島くん（中央）・澄田くん（右）加島くん（中央）・澄田くん（右）小学生の部優勝・湾チーム小学生の部優勝・湾チーム

選手宣誓を務めた梅原匠くん（志戸桶）選手宣誓を務めた梅原匠くん（志戸桶）

（
敬
称
略
）
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気持ちの若さでは負けません気持ちの若さでは負けません
（昭和 41.42 年生「（昭和 41.42 年生「 （むれ）（むれ）会」会」 多くの町民が輪になり踊った多くの町民が輪になり踊った 大人に負けじと引っ張った大人に負けじと引っ張った

中学生パワーでワッショイ中学生パワーでワッショイ ややっぱり最後は六調でっぱり最後は六調で 大人も一生懸命大人も一生懸命

職場仲間と優勝を喜ぶ女子の部職場仲間と優勝を喜ぶ女子の部
優勝徳州会あかね組チーム優勝徳州会あかね組チーム

手舵の部優勝の上嘉鉄チーム手舵の部優勝の上嘉鉄チーム 固定舵の部優勝の荒木中高生チーム固定舵の部優勝の荒木中高生チーム 決勝前には漁船パレードが行われた決勝前には漁船パレードが行われた

手舵の部決勝の様子手舵の部決勝の様子 いよいよレースがスタートいよいよレースがスタート 元気に選手宣誓元気に選手宣誓

ミコシパレード・踊りパレード・綱引きミコシパレード・踊りパレード・綱引き

フネィンカー競漕フネィンカー競漕

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
の
結
果

固
定
舵
の
部

　

 

優
勝 

荒
木
中
高
生
（
１
分

25
秒
92
）・
２
位 

Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｒ

Ｋ
（
１
分
27
秒
76
）・
３
位 

喜
禎
運
送
店
Ｂ
（
１
分
30
秒

50
）

手
舵
の
部

　

 

優
勝 

上
嘉
鉄
（
１
分
24
秒

41
）・
２
位 

峰
山
建
設
Ａ
（
１

分
25
秒
52
）・
３
位 

消
防
署

（
１
分
28
秒
28
）

女
子
の
部

　

 

優
勝 

徳
州
会
あ
か
ね
組
（
１

分
44
秒
６
）・
２
位  

30
代
女

子 

（
１
分
48
秒
78
）・
３
位 

I
♡
56
ｎ
ｅ
ｎ
（
１
分
49
秒

91
）

4



　

平
成
22
年
10
月
に
ド
ラ
フ
ト
2
位
指
名
で
埼

玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
入
団
し
た
美
沢
将
選
手

（
上
嘉
鉄
出
身
）
が
8
月
15
日
、
プ
ロ
初
打
席
・

初
安
打
・
初
打
点
を
マ
ー
ク
し
た
。

　

美
沢
選
手
は
、同
日
行
わ
れ
た
対
福
岡
ソフ
ト

バン
ク
ホ
ー
ク
ス
戦
で
、
4
年
目
に
し
て
初
の
1
軍

に
昇
格
し
、「
7
番
・
2
塁
手
」
で
即
先
発
起
用

さ
れ
た
。一回
裏
２
死一、三
塁
の
場
面
、
相
手
投
手

は
左
腕
で
多
彩
な
変
化
球
が
持
ち
味
の
嘉
弥
真

新
也
投
手
。
カ
ウ
ン
ト
1
ス
ト
ラ
イ
ク
１
ボ
ー
ル
で

迎
え
た
3
球
目
、
内
角
に
切
り
込
ん
で
き
た
真っ

す
ぐ
を
右
前
に
鋭
く
は
じ
き
返
し
て
出
塁
し
、

そ
の
間
に
三
塁
ラ
ン
ナ
ー
が
本
塁
に
生
還
し
た
。

　

身
体
能
力
の
高
さ
を
買
わ
れ
入
団
し
た
美

沢
選
手
は
１
年
目
、
2
軍
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
が
自
打
球
に
よ
る
骨
折
で
シ
ー
ズ
ン
を
棒
に

振
っ
た
。
出
場
し
た
試
合
数
は
45
、
シ
ー
ズ
ン

打
率
は
２
割
７
分
８
厘
。
2
年
目
、
１
年
目
の

分
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う
に
１
０
６
試
合
に
出

場
。
打
率
は
２
割
４
分
９
厘
。
3
年
目
、
2

年
連
続
１
０
０
試
合
出
場
を
果
た
し
、
順
調

に
経
験
を
積
ん
だ
。
打
率
は
２
割
３
分
５
厘
。

4
年
目
と
な
る
今
年
は
、
開
幕
か
ら
打
率
2

割
を
前
後
し
低
迷
し
て
い
た
が
、
8
月
に
入
る

と
急
激
に
打
率
を
上
げ
、
8
月
だ
け
の
打
率

は
３
割
８
分
９
厘
で
、
さ
ら
に
は
、
直
近
の
２

試
合
で
は
6
打
数
5
安
打
と
好
調
を
キ
ー
プ

し
た
ま
ま
、
念
願
の一軍
昇
格
を
果
た
し
た
。

　

一
軍
定
着
へ
向
け
一
歩
を
踏
み
出
し
た
美

沢
選
手
。
こ
れ
か
ら
彼
は
幾
多
の
試
練
に
直

面
す
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
試
練
を
乗
り
越
え

て
、
栄
光
を
つ
か
み
取
っ
て
ほ
し
い
。
今
後

も
彼
の
プ
レ
ー
か
ら
目
が
離
せ
な
い
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業

所
「
十
五
夜
」（
向
ア
キ
ミ
施
設
長
）

の
開
所
式
が
７
月
27
日
、
同
事
業
所

内
で
あ
っ
た
。
式
に
は
、
行
政
や
町
社

会
福
祉
協
議
会
、
各
集
落
区
長
な
ど

関
係
者
約
１
３
０
人
が
出
席
し
た
。

　
「
十
五
夜
」
は
、
県
の
介
護
基
盤

緊
急
整
備
等
対
策
事
業
や
県
社
協
の

地
域
振
興
基
金
な
ど
を
活
用
し
、
旧

坂
嶺
小
学
校
校
舎
を
改
装
し
、
開
所

さ
れ
た
。
８
月
1
日
か
ら
地
域
密
着

型
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
ス
タ
ッ
フ
は
10
人
で
、
要
介

護
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
・

安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
訪
問
（
定

員
25
人
）・
通
所
（
定
員
12
人
）・
宿

泊
（
定
員
5
人
）
サ
ー
ビ
ス
を
24
時

小規模多機能ホームとして生まれ変
わった旧坂嶺小学校

間
体
制
で
提
供
す
る
。
利
用
料
金
は
介
護
度

に
合
わ
せ
て
1
ヶ
月
間
の
定
額
料
金
と
な
っ

て
い
る
。

　

喜
界
町
社
会
福
祉
協
議
会 
開
悦
夫
会
長

は
「
少
子
高
齢
化
社
会
が
進
み
、
社
会
福
祉

協
議
会
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
特
に
介
護
事
業
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
。「
十
五
夜
」
は
、泊
ま
り
、通
い
、

訪
問
の
３
つ
の
機
能
を
供
え
て
お
り
、
効
率

の
い
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
開
所
に
あ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
多
く

の
方
々
に
感
謝
し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

ま
た
、
開
所
前
に
行
わ
れ
た
施
設
見
学
に

は
約
２
０
０
人
の
見
学
者
が
あ
り
、
町
民
の

「
十
五
夜
」
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
え

た
。

小規模多機能型居宅介護事業所「十五夜」開所式の様子

旧
坂
嶺
小
学
校
跡
地
に
小
規
模
多

機
能
ホ
ー
ム
「
十
五
夜
」
が
開
所

祝
プ
ロ
初
打
席
・
初
安
打
・
初
打
点

〜
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
・
美
沢
将
選
手
〜

見事なフットワークを魅せる見事なフットワークを魅せる初安打後、温かく迎えられる初安打後、温かく迎えられる プロ初打席プロ初打席
©SEIBU Lions©SEIBU Lions©SEIBU Lions©SEIBU Lions©SEIBU Lions©SEIBU Lions
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水
難
事
故
で
人
命
救
助
し
た

　
　
　

山
口
兼
司
さ
ん
に
感
謝
状

　

奄
美
警
察
署
（
田
中
耕
一郎
署
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
同
署
喜
界
幹
部
派
出
所
内

に
お
い
て
水
難
事
故
で
人
命
救
助
を
行
っ

た
山
口
兼
司
さ
ん
（
湾
）
に
感
謝
状
を

贈
っ
た
。

　

今
年
７
月
14
日
、
家
族
で
ス
ギ
ラ
ビ
ー

チ
に
来
て
い
た
山
口
さ
ん
は
、「
助
け
て
」

と
叫
び
溺
れ
て
い
る
児
童
２
人
を
見
つ
け

た
。
浅
瀬
だ
っ
た
た
め
児
童
を
両
脇
に

抱
え
、
砂
浜
ま
で
連
れ
て
行
き
救
助
し

た
。

　

同
日
、
山
口
さ
ん
は
岩
の
影
で
仰
向

け
に
浮
い
て
い
る
男
児
を
発
見
。
す
ぐ

に
救
助
し
た
が
意
識
は
な
く
、
た
ま
た

ま
居
合
わ
せ
た
現
役
消
防
士
が
心
肺
蘇

生
を
行
い
、男
児
は一命
を
取
り
留
め
た
。

　

山
口
さ
ん
は
「
男
児
の
命
が
助
か
っ
て

よ
か
っ
た
。
海
で
は
必
ず
ル
ー
ル
を
守
り
、

保
護
者
の
近
く
で
泳
い
で
欲
し
い
。」
と

呼
び
か
け
た
。

感謝状が贈られた山口さん（中央）

ど
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
こ
の
ウ
ッ
カ
ア
を
管

理
し
て
、
み
ん
な
か
ら
喜
ば
れ
る
公
園
に
し

た
い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

上
嘉
鉄
共
有
地
委
員
会
（
前
島
博
文
組
合

長
）
と
上
嘉
鉄
集
落
民
ら
は
こ
の
ほ
ど
、
同

集
落
内
に
あ
る
ウ
ッ
カ
ア
（
小
川
）
の
周
辺

整
備
を
行
っ
た
。
以
前
、
こ
の
ウ
ッ
カ
ア
は

集
落
民
の
洗
濯
場
や
子
ど
も
達
の
遊
泳
場
な

ど
に
使
わ
れ
て
い
た
が
、
上
水
道
が
整
備
さ

れ
て
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
な
く
な

り
、
長
年
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

今
年
開
か
れ
た
同
委
員
会
で
「
先
達
が
大

事
に
利
用
し
て
き
た
ウ
ッ
カ
ア
を
、
子
供
達

の
遊
び
場
や
観
光
名
所
と
し
て
復
活
さ
せ
た

い
」
と
い
う
意
見
が
挙
が
り
、
呼
び
か
け
に

賛
同
し
た
同
集
落
民
ら
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　

早
朝
か
ら
集
ま
っ
た
約
40
人
の
集
落
民
ら

は
、
長
年
の
蓄
積
で
溜
ま
っ
た
泥
砂
の
除
去

作
業
や
、
通
り
道
な
ど
に
生
い
茂
っ
た
樹
木

の
伐
採
作
業
を
行
っ
た
。

　

前
島
組
合
長
は
「
こ
こ
は
上
嘉
鉄
集
落
の

共
有
地
で
集
落
の
貴
重
な
財
産
。
こ
の
周
辺

に
は
３
つ
の
大
き
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
戦
跡
な

40
日
以
上
降
雨
量
ゼ
ロ
に
よ
り
干
ば
つ

対
策
本
部
が
設
置

き
り
ん
幼
稚
園
の
卒
園
児
が

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
界
の
夏
を
満
喫

ウッカー周辺整備を行った同集落民ら

を
堪
能
し
た
。

　

５
回
目
の
来
島
と
な
る
竹
本
涼
太
郎
く
ん

（
小
６
）
は
「
喜
界
島
は
海
が
す
ご
く
き
れ
い
。

重
要
文
化
財
も
多
く
、
人
も
優
し
い
。
魚
の

う
ろ
こ
取
り
を
体
験
で
き
て
島
に
来
て
よ
か
っ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。　
　

４ｔトラックで畑に散水

先
達
が
利
用
し
て
き
た「
ウ
ッ
カ
ア（
小

川
）」
を
集
落
民
の
手
で
再
生

郷土料理を堪能する子どもら

　

き
り
ん
幼
稚
園
（
友
枝
美
栄
子
園
長
、
園
児

４
１
３
人
、
福
岡
市
城
南
区
）
を
卒
園
し
た
児

童
ら
約
50
人
は
こ
の
ほ
ど
、
学
校
の
夏
休
み
を
利

用
し
て
喜
界
島
を
訪
れ
た
。
同
園
は
、
10
年
前

に
初
め
て
来
島
し
て
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
訪
れ
て

お
り
、
今
回
で
8
回
目
と
な
る
。
今
ま
で
は
園

児
と
卒
園
児
を一緒
に
連
れ
て
来
て
い
た
が
、
今

回
か
ら
は
卒
園
児
の
小
学
生
を
対
象
と
し
た
。

　

同
園
職
員
の
友
枝
節
夫
さ
ん
は
「
私
の
父
が

出
張
で
鹿
児
島
市
を
訪
れ
た
際
、
喜
界
島
を

よ
く
知
る
人
か
ら
「
い
い
島
だ
よ
。
一度
行
っ
た

方
が
い
い
」
と
勧
め
ら
れ
ツ
ア
ー
を
企
画
し
た
」

と
来
島
し
た
き
っか
け
を
話
し
て
く
れ
た
。

　

滞
在
し
た
3
日
間
、
児
童
ら
は
同
園
所
有
の

バ
ス
で
町
の
重
要
文
化
財
や
史
蹟
を
廻
っ
た
り
、

小
野
津
海
水
浴
場
で
泳
ぎ
を
楽
し
む
な
ど
喜

界
の
夏
を
大
い
に
満
喫
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
小
野
津
の
シ
ー
マ
ス
タ
ー
ズ
と

追
い
込
み
漁
を
体
験
し
た
り
、
集
落
民
ら
が
準

備
し
た
ア
オ
ブ
ダ
イ
な
ど
を
使
っ
た
郷
土
料
理

　

町
さ
と
う
き
び
干
ば
つ
対
策
本
部
（
川
島

健
勇
本
部
長
）
が
8
月
6
日
、
役
場
産
業
振

興
課
内
に
設
置
さ
れ
た
。
同
本
部
の
設
置
は
、

6
月
28
日
を
最
後
に
40
日
以
上
降
雨
が
な
い
た

め
、さ
と
う
き
び
の
葉
が
枯
れ
て
丸
く
な
る
ロ
ー

ル
現
象
が
起
き
、
干
ば
つ
被
害
が
発
生
し
た
こ

と
に
よ
る
。
同
本
部
は
、
散
水
車
で
畑
に
直

接
放
水
し
た
り
、
コ
イ
ン
式
給
水
施
設
を
無
償

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
様
々
な
対
策

を
施
し
た
。

　

同
課
担
当
職
員
は
「
7
月
に
全
く
降
雨
が

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
干
ば
つ
被
害

が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
。
最
後
の
降
雨
か
ら
50

日
目
と
な
る
８
月
17
日
に
22
㍉
を
観
測
し
た

が
、
そ
の
後
は
ま
と
ま
っ
た
雨
が
降
る
こ
と
は

少
な
く
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
。
引
き
続

き
警
戒
が
必
要
で
、
生
産
回
復
の
た
め
農
家
の

支
援
を
続
け
た
い
」
と
語
っ
た
。
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鹿
児
島
喜
界
島
道
院
（
界
田
満
仁
道
院
長
）

に
通
う
中
学
生
拳
士
の
市
山
峻
平
く
ん
（
湾
）

と
竹
内
真
功
く
ん
（
湾
）
が
少
林
寺
拳
法
の
昇

段
試
験
に
見
事
合
格
、
昇
段
を
果
た
し
た
。

　

試
験
官
は
県
少
林
寺
拳
法
連
盟
か
ら
派
遣

さ
れ
た
鹿
屋
寿
美
道
院 

塩
津
健一道
院
長
。
市

山
く
ん
は
二
段
、
竹
内
く
ん
は
初
段
の
試
験
に

挑
ん
だ
。
試
験
の
内
容
は
、
開
祖
の
思
想
な
ど

を
答
え
る
「
学
科
」
と
、
段
階
に
応
じ
た
技
の

習
得
度
を
試
す
「
実
技
」、
ル
ー
ル
に
沿
っ
た
組

み
手
を
行
う
「
運
用
法
」
の
3
科
目
。

　

二
段
に
合
格
し
た
市
山
く
ん
は
「
試
験
で
は

今
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
た
。
合
格

発
表
後
は
嬉
し
く
て
、
今
ま
で
続
け
て
き
て
よ

かった
と
思った
。
高
校
生
に
なって
か
ら
も
少
林

寺
拳
法
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
意
欲

を
語
り
、
界
田
道
院
長
は
「
昨
年
に
引
き
続
き

中
学
生
の
有
段
者
を
出
す
こ
と
が
で
き
て
嬉
し

い
。
ま
た
、
道
院
か
ら
の
中
学
生
二
段
合
格
者

は
初
め
て
」
と
愛
弟
子
の
上
達
ぶ
り
を
喜
ん
だ
。

　

市
山
く
ん
と
竹
内
く
ん
は
、
昨
年
の
鹿
児
島

県
大
会
の
中
学
黒
帯
組
演
武
の
部
で
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
横
浜
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
し
て
い
る
。

2
人
の
中
学
生
拳
士
が
昇
段
試
験
に
挑
戦

　
　
　
　

〜
鹿
児
島
喜
界
島
道
院
〜

昇段試験に合格した竹内くん（左）
と市山くん（右）

喜
界
１
０
０
Ｓ
Ｐ
が
男
女
４
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
新
記
録
を
樹
立

　

第
40
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

競
技
別
交
歓
大
会
が
こ
の
ほ
ど
、
太
陽

が
丘
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い
て

行
わ
れ
、
喜
界
１
０
０
Ｓ
Ｐ
が
男
女
4
×

１
０
０
㍍
リ
レ
ー
で
大
会
新
記
録
を
樹

立
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
競
技
で
も

多
く
の
選
手
が
上
位
入
賞
を
果
た
し
、

結
団
3
年
目
で
好
成
績
を
収
め
た
。

　

梶
原
貴
史
監
督
は
「
陸
上
競
技
の
楽

し
さ
を
伝
え
続
け
て
３
年
目
、
着
実
に

力
を
付
け
て
き
た
。
好
成
績
が
維
持
で

き
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
地
道
に
努
力
を

重
ね
た
い
」
と
話
し
た
。

3
位
ま
で
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

【
男
子
】
▽
１
０
０
㍍
①
信
岡
勇
貴
14
秒

8
▽
走
り
幅
跳
び
①
浜
川
光
平
３
㍍
53 

③
向
井
康
喜
▽
８
０
０
㍍
②
向
井
大
賀

▽
４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
①
喜
界
61
秒
9

（
大
会
新
）【
女
子
】
▽
１
０
０
㍍
①
若

松
杏
15
秒
4
▽
走
り
幅
跳
び
①
朝
日
美

咲
３
㍍
72
②
都
優
華
▽
８
０
０
㍍
②
初

く
る
み
③
体
岡
天
音
▽
4
×
１
０
０
㍍
リ

レ
ー
①
喜
界
61
秒
4
（
大
会
新
）

多くの上位入賞者がでた喜界１００ＳＰ
【写真提供　向井大吾さん】

　

喜
界
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
（
深
水
節

雄
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、役
場
コ
ミュニテ
ィ
ー
ホ
ー

ル
に
お
い
て
定
期
総
会
を
行
っ
た
。
総
会
で
は
表

彰
の
伝
達
や
昨
年
度
の
事
業
経
過
、
今
年
度
の

事
業
計
画
及
び
予
算
（
案
）
の
決
議
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

　

深
水
会
長
は
「
今
年
5
月
に
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
１
０
０
０
日
を
達
成
で
き
た
。
今
後
も

交
通
事
故
の
な
い
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
〜
喜
界
地
区
安
全
運
転
管
理
協
会
〜

優勝した上嘉鉄集落チーム

5
年
ぶ
り
の
優
勝
・
上
嘉
鉄
集
落

　
　
　
　

〜
集
落
対
抗
野
球
大
会
〜

　

喜
界
町
野
球
連
盟
（
嶺
田
一
成
会
長
）
は

7
月
21
・
28
日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主

会
場
と
し
て
第
９
回
集
落
対
抗
野
球
大
会
を

開
催
し
た
。
各
集
落
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
集
落
の
期
待
と
威
信
を
懸
け
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
戦
は
、
上
嘉
鉄
集
落
と
中
里
集
落
で

争
わ
れ
た
。
常
に
試
合
を
優
位
に
進
め
た
上

嘉
鉄
集
落
は
、好
機
を
生
か
し
得
点
を
重
ね
、

投
げ
て
は
平
康
之
投
手
・
澄
田
哲
久
投
手
の

継
投
で
中
里
打
線
を
完
封
、
６
―
０
で
勝
利

し
た
。

　

上
嘉
鉄
集
落
の
廣
清
太
監
督
は
「
若
手
が

頑
張
り
、
準
備
か
ら
プ
レ
ー
ま
で
先
輩
の
期

待
に
応
え
て
く
れ
た
。
決
勝
で
は
、
富
田
道

夫
ら
40
歳
代
の
選
手
が
攻
守
に
わ
た
り
活

躍
を
魅
せ
た
。
み
ん
な
で
楽
し
い
野
球
が
で

き
、
優
勝
ま
で
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

各
事
業
所
で
交
通
事
故
が
な
い
よ
う
管
理
徹
底

を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
通
り

【
全
国
表
彰
】
全
国
交
通
安
全
協
会
長
表
彰  

会
長 

深
水
節
雄　
【
全
日
本
交
通
安
全
協
会

表
彰
】
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章 

界
美
智

子
（
有
限
会
社
栄
石
油
）　
【
九
州
交
通
安
全

協
会
表
彰
】
優
良
安
全
運
転
管
理
者 

界
田
満

仁
（
喜
界
町
社
会
福
祉
協
議
会
）【
県
表
彰
】

優
良
安
全
運
転
管
理
者 

比
嘉
徳
和
（
株
式
会

社
比
嘉
建
設
）・
優
良
安
全
運
転
管
理
事
業
所 

有
村
商
事
株
式
会
社（
有
村
修一）【
地
区
表
彰
】

安
全
運
転
管
理
事
業
所 
有
限
会
社
八
幡
建
設

（
吉
原
英
樹
）・
優
良
安
全
運
転
管
理
者 

吉
田

常
久
（
株
式
会
社
俊
山
建
設
）[
敬
称
略]

安全管理の徹底を周知する深水会長
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Kikaij ima information

　中央公民館はこのほど、町内各会場でサマー
スクールを開講した。参加者らは昔ながらの和
紙すきや、貴重な埋蔵物の発掘調査、夜光貝を
使ったアクセサリーづくり、バーナーでガラス
を溶かしてガラス玉づくりなどを体験した。

　仁徳大学日本語学科教授 黄東遠さん（韓国）一
行がハンスー交流の一環でこのほど来島し、中央公
民館で国際文化交流講演会を行った。黄さんは平成
元年に初来島して、今回で3回目。
　ハンスー喜界島交流会（栄常光事務局長）は昭
和 62年に活動を開始。全世界の方と交流しようと今ま
で外国人留学生など400 人余りを受け入れている。

　ひまわり第一・第二保育園（久保一也園長）
はこのほど、同園園庭でひまわり祭りを開催し
た。園児らは元気にミコシを担いだ後、微笑ま
しいダンスを披露。上手に踊る我が子を見て、
保護者らは満面の笑みを浮かべていた。

　県が主催する奄美大島・喜界島認定農業者研
修会が 8月 5日、役場コミュニティーホールで
開催された。島内外からの約 40人の参加者があ
り、菊、マンゴー栽培などの現地研修や、先進
的な取組を行う農家の事例発表などがあった。

　メンハナ公園内にこのほどひまわり畑が出現し、来
園者の目を楽しませている。このひまわり畑は、喜界
ライオンズクラブ（岡村光哲会長）の会員らが３年の
歳月をかけ、園内約７千㎡を造成。今年6月、１０種類、
約１万本分のひまわりの種を播いた。総事業費は約
７百万円で、事業費には同クラブが主催するグラウ
ンドゴルフ大会のチャリティー募金も含まれる。

　町長寿会連合会女性委員会（武藤安子委員長）
は８月 26 日、喜界園を訪問して同園入所者に
会員手作りのフキン約１００枚とテーブル用ゴ
ミ袋約３００枚を贈った。この活動は 10 年余
り続いている。その後、会員らは園内で敬老音
頭や六調などを披露し、入所者を喜ばせた。
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　喜界町糖業振興会（川島健勇会長）が主催す
る平成25年度総会がこのほど、自然休養村管理
センターで開催された。式では優秀集落や高生
産の部など各部門ごとの表彰などが行われた。
今年度の優秀集落は、中熊集落。

　町が主催する畜産共進会が 8月8日、喜界セリ
市場で行われ、参加条件を満たした牛 32頭をＪＡ鹿
児島県経済連などが審査した。結果は以下の通り。
第 1部（12～ 15ヶ月）最優秀賞第 1席「ひさひめ
３号」（管理者 豊原芳宏）。第 2部（18～ 25ヶ月） 
最優秀賞第1席「みきひめ３号」（管理者 豊原芳宏）。

　町青年連絡協議会（福島悟会長）などが主催
する「サマーフェスタｉｎスギラ2013」が 8月24日、
空港臨海公園野外ステージで開催された。多彩な
ステージで盛り上がる中、約40人の「スギラ合唱団」
の楽しそうな歌声は、真夏の夜空に響き渡った。

　昭和 48 年生まれの同窓生らは 8月 14 日、喜
界第一ホテルで同窓会を開催した。「成人式か
ら 20 年目となる節目に 2回目の成人式をしよ
う」と島内在住の同窓生らが企画し、島内外か
ら約 60 人が集った。会場では、互いに近況報
告をしたり、学生時代を懐かしみ会話をはずま
せる姿が見られた。

　グループホームがじゅまる（早川百合枝代表）
はこのほど、県認知症介護指導者坂井明弘さんを
招き「私のことをニンチニンチと呼ばないで･･･」
と題した認知症講演会を行い、会場には１１６人
の来場者が詰めかけた。同講演会はグループホー
ムがじゅまるの開設10周年を記念して実施された。

　町図書館（登山典壽館長）が主催する図書館
セミナーがこのほど、役場コミュニティーホールで開
催され、約１００人が参加した。同セミナーは３年ぶ
りの開催で、講師の嘉原カヲリ代表（あまみ子ども
ライブラリー）は、手遊び歌などの実演を交えなが
ら幼児期における読み聞かせの大切さを伝えた。
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●
集
落
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

旧
盆
の
中
日
に
、
壮
年
団
に
よ
る
３
集
落
対

抗
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
催
さ
れ
、
各
集
落
の

壮
年
団
が
親
睦
を
図
る
。

●
島
立
て

　

上
嘉
鉄
に
は
湧
水
豊
か
な
ウ
ッ
カ
ア
（
小
川
）

な
ど
の
泉
が
あ
る
。
先
祖
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
泉
の
周
辺
に
島
立
て
し
、
水
田
を
拓
い
て
田
芋

を
植
え
、
稲
を
作
り
、
背
後
の
丘
の
上
に
は
畑

を
拓
い
て
麦
・
粟
・
豆
類
を
作
っ
た
。

　

ま
た
、
ハ
テ
ツ
ド
マ
イ
（
嘉
鉄
泊
）
は
漁
港
と

し
て
村
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
、
海
の
幸
に

恵
ま
れ
た
。
湧
水
も
豊
富
で
あ
っ
た
こ
と
は
島
立

て一
等
地
で
あ
っ
た
と
いっ
て
よ
い
。（「
喜
界
島
の

民
俗
」 

竹
内
譲
著
）

上
西

●
概
要

　

１
６
８
人
、
85
世
帯
（
平
成
25
年
７
月
末
現

在
）。
旧
上
嘉
鉄
小
学
校
（
現
在
の
あ
ゆ
み
幼

稚
園
）
と
旧
第
二
中
学
校
が
あ
る
。

　

集
落
は
１
号
か
ら
３
号
で
構
成
さ
れ
、
各
号

か
ら
組
長
、
評
議
員
が
選
出
さ
れ
、
集
落
の
在

り
方
や
取
り
組
む
行
事
等
に
つい
て
協
議
し
、
定

期
常
会
に
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
青
壮
年
団
、
婦
人
会
、
長
寿
会
の
活

動
も
活
発
で
、
特
に一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
へ

の
見
守
り
活
動
は
充
実
し
て
い
る
。

●
集
落
性

　

農
業
、
漁
業
を
中
心
と
し
た
集
落
で
、
仕
事

熱
心
。
連
帯
、
連
携
、
協
調
性
を
重
ん
じ
、「
人

の
和
」
を
大
切
に
す
る
歴
史
的
風
土
が
あ
る
。

●
主
な
行
事
・
取
り
組
み
な
ど

①
青
少
年
健
全
育
成
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

学
校
再
編
か
ら
１
年
余
り
が
経
過
し
、
子
ど

も
達
は
多
く
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
充

実
し
た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の
子
供
た

ち
の
成
長
を
願
う
こ
と
と
集
落
民
の
さ
ら
な
る

概
要

　

人
口
４
２
７
人
、
世
帯
数
２
１
７
世
帯
（
平
成

25
年
７
月
末
現
在
）。
島
の
南
西
に
位
置
し
、
上

西
・
上
中
・
上
東
の
３
つ
の
行
政
区
が
あ
る
。
キ

ビ
作
中
心
の
農
業
が
盛
ん
な
集
落
。
漁
業
も
盛

ん
で
、
近
く
に
港
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
正

時
代
は
町
で
上
位
の
漁
獲
量
を
誇
って
い
た
。

　

ま
た
、
競
争
心
が
強
く
、
町
民
体
育
祭
や
島

内
一
周
駅
伝
大
会
な
ど
で
は一
致
団
結
し
、
毎
年

上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
る
。

特
色
あ
る
集
落
行
事
な
ど

●
盆
踊
り

　

旧
暦
７
月
13
〜
15
日
に
行
わ
れ
る
上
嘉
鉄
の

伝
統
的
な
行
事
。
昭
和
23
年
か
ら
始
ま
り
今
年

で
66
回
目
。
毎
年
、
青
年
団
を
中
心
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
催
し
物
が
あ
り
、
帰
省
者
や
他
集
落

か
ら
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
る
。
集
落
が
誇
る

島
内
で
も
有
名
な
行
事
。

●
敬
老
会

　

毎
年
1
月
3
日
、
古
希
を
迎
え
た
新
敬
老
者

を
集
落
民
が
盛
大
に
お
祝
い
す
る
。
青
年
団
が
中

心
と
な
り
、
育
成
会
、
壮
年
団
、
婦
人
会
と
共
に

歌
や
踊
り
な
ど
で
盛
り
上
げ
る
。今
年
で
93
回
目
。

●
豊
年
祭
り

　

毎
年
、
金
久
（
ハニ
ィ
ク
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
、
旧
暦
8
月
18
日
の
「
8
月
豊
年
祭
り
（
ハ

チ
ガ
ツ
ウ
ン
ミ
）」
と
旧
暦
９
月
19
日
の
「
9
月
豊

年
祭
り
（
ク
ガ
ト
ゥ
ウ
ン
ミ
）」
が
あ
る
。
両
日
と

も
相
撲
や
踊
り
な
ど
を
行
い
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
。
上
西
、
上
中
、
上
東
で
応
援
す
る
場
所

が
決
ま
って
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
表
れ
る
。

　

ま
た
、旧
暦
６
月
18・19
日
に
は
「
六
月
灯
（
ル

ン
ガ
ン
ド
ゥ
）」
が
行
わ
れ
、
豊
年
祭
り
へ
繋
が
る

大
事
な
行
事
と
い
わ
れ
て
い
る
。

親
睦
を
図
る
た
め
、
昨
年
、
旧
第
二
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し

た
。
老
若
男
女
ほ
と
ん
ど
の
集
落
民
が
参
加
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い一日
を
過
ご
し
た
。

②
防
災
意
識
の
醸
成
と
訓
練

　

あ
の
痛
ま
し
い
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
、
昨

年
は
津
波
か
ら
の
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
今
年

は
火
災
か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
青
壮
年

を
中
心
に
初
期
消
火
訓
練
を
計
画
し
て
い
る
。

●
観
光
名
所
な
ど

①
山
川
（
ヤ
ン
ガ
ー
）

　

畑
の
行
き
帰
り
に
乾
い
た
喉
を
潤
し
た
り
、
集

落
水
道
の
水
源
地
と
し
て
利
用
し
た
り
す
る
な

ど
、
集
落
の
生
活
を
支
え
て
き
た
。
ま
た
、
子

ど
も
の
厄
払
い
と
成
長
を
願
っ
た
「
シ
チ
ャ
ミ
」
の

聖
水
と
し
て
も
使
わ
れ
た
。
現
在
は
、
子
供
達

か
ら
グ
ッ
ピ
ー
の
い
る
泉
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

②
崖
墓
（
ム
ヤ
）

　

崖
の
中
間
あ
た
り
に
横
穴
を
掘
っ
た
墓
地
。

琉
球
服
属
時
代
に
造
ら
れ
た
と
い
わ
れ
、
祖
先

崇
拝
思
想
が
強
い
琉
球
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

遺
体
は
いっ
た
ん
崖
墓
内
に
風
葬
し
、
3
年
後
に

祖
先
墓
に
納
め
る
。
大
昔
の
葬
制
を
知
る
貴
重

な
崖
墓
。

 

上
中

●
概
要

　

人
口
１
３
１
人
、
60
世
帯
、（
平
成
25
年
7

月
末
現
在
）。
上
嘉
鉄
集
落
の
中
心
部
に
位
置

し
、
４
号
か
ら
６
号
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
上

中
集
落
は
通
称
「
イ
ン
ダ
」
と
呼
ば
れ
、
一
説

で
は
犬
田
が
小
字
名
で
あ
る
こ
と
が
由
来
す
る

と
い
う
。
集
落
内
に
は
、
高
地
に
し
つ
る
崎
灯

台
や
保
食
神
社
、
中
央
に
は
金
久
公
園
、
駐
在

所
、
そ
の
他
に
は
上
嘉
鉄
漁
港
が
あ
り
、
住
民

の
生
活
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
子
供
会
・
青
少
年･

婦
人
会
・
壮
年
団

･

長
寿
会
活
動
が
活
発
に
機
能
し
て
い
る
。

上空から上嘉鉄集落を臨む上空から上嘉鉄集落を臨む 写真提供　松平浩久さん写真提供　松平浩久さん
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上西区長。区長歴６年。
昭和 25 年生まれ。生を受け
てからずっと喜界島に住み続
け、こよなく喜界島、上嘉鉄を
愛する。好きな言葉は「誠実に、
明るく、楽しく、朗らかに」

●
集
落
性

　

常
に
協
調
性
、
団
結
力
が
あ
り
、
人
情

味
に
溢
れ
、
温
厚
で
優
し
い
。
揉
め
事
が

嫌
い
で
、
宴
席
は
い
つ
も
笑
い
が
絶
え
な
い
。

ま
わ
り
の
こ
と
に
よ
く
気
が
つ
き
、
よ
く
考

え
て
か
ら
行
動
す
る
。
先
輩
、
後
輩
の
意

思
疎
通
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
行
事
へ
の

参
加
率
が
よ
く
、
各
種
大
会
へ
は
集
落
民

総
出
で
応
援
に
参
加
す
る
。

●
主
な
行
事
・
取
り
組
み
な
ど

①
集
落
ふ
れ
あ
い
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

　

年
１
回
、
子
供
達
の
夏
休
み
時
期
に
開

催
。
幼
児
か
ら
長
寿
者
ま
で
の
参
加
が
あ

り
、毎
年
趣
向
を
凝
ら
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
楽
し
い
日
を
過
ご
す
。

②
地
域
防
災
への
取
り
組
み

　

災
害
発
生
時
の
役
割
を
示
し
た
組
織
表

を
各
家
庭
に
配
布
し
、
自
主
防
災
組
織

を
確
立
し
て
い
る
。
集
落
の
中
心
地
に
災
害

（
津
波
）
避
難
経
路
図
の
看
板
も
設
置
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
集
会
を
利
用
し
、
集

落
在
住
の
消
防
職
員
に
よ
る
訓
練
指
導
を

開
催
し
て
い
る
。

●
観
光
名
所
な
ど

①
し
つ
る
崎
灯
台

　

昭
和
50
年
に
建
設
。
琉
球
王
朝
時
代
、

上
嘉
鉄
は
「
し
つ
る
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
。
集
落
を
眼
下
に

見
下
ろ
し
、
海
を
往
来
す
る
船
の
安
全
を

見
守
り
つ
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
津
波
災
害

等
が
発
生
し
た
際
に
、
集
落
民
の
集
合
場

所
に
指
定
し
て
い
る
。

②
保
食
神
社

　

明
治
3
年
頃
に
建
立
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。
祭
神
は
豊
受
姫
命
で
、
家
内
牛
馬

安
全
の
神
。
祭
日
は
旧
暦
８
月
19
日
と
9

月
19
日
。
祭
祀
の
日
に
は
集
落
内
に
あ
る
水

上中区長。区長歴２年。
昭和 23年生まれ。趣味は野球。
地元チームの監督、選手として
活躍。審判員としては20年の経
験を持ち、県高校野球などにも
参加。好きな言葉は「誠実・実行」

神
様
に
も
訪
れ
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。

上
東

●
概
要

　

１
２
８
人
、
72
世
帯
（
平
成
25
年
７
月

末
現
在
）。
集
落
の
東
側
に
位
置
し
、
集

落
内
は
県
道
が
東
西
に
走
り
、
高
地
に
は

湧
水
地
の
ウ
ッ
カ
ア
、
周
辺
に
は
大
き
な
が

じ
ゅ
ま
る
が
3
本
点
在
す
る
。
戦
跡
や
名

所
も
多
く
、
数
々
の
言
い
伝
え
が
残
る
。

　

集
落
は
７
号
か
ら
９
号
で
構
成
さ
れ
、

各
号
か
ら
組
長
、
評
議
員
が
選
出
さ
れ
、

集
落
の
在
り
方
や
取
り
組
む
行
事
等
に
つい

て
協
議
し
、
定
期
常
会
に
提
案
す
る
。

●
集
落
性

　

集
落
民
が
お
互
い
に
競
い
合
って
成
長
し
、

い
い
意
味
で
の
負
け
ず
嫌
い
な
人
が
多
い
集

落
。
一つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
一
致
団
結
し
、

集
落
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。

●
主
な
行
事
・
取
り
組
み
な
ど

①
集
落
運
動
会

　

児
童
・
生
徒
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と

し
た
集
落
運
動
会
を
毎
年
夏
休
み
時
期
に

合
わ
せ
て
開
催
。
今
年
で
37
回
目
。

②
号
対
抗
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー
の
後
に
行
わ
れ
る
号
対
抗
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
昭
和
45
年
頃
か
ら
始

ま
っ
た
。
当
初
は
綱
引
き
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
行
っ
て
い
た
が
、
近
年
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
交
流
を
深
め
て
い
る
。

●
観
光
名
所
な
ど

①
湧
水
地
（
ウ
ッ
カ
ア
）

　

上
流
の
湧
水
は
集
落
の
水
道
水
と
し
て

利
用
さ
れ
、
下
流
に
位
置
す
る
約
２
㍍
の

滝
状
部
分
は
洗
濯
場
、
行
水
、
子
供
達
の

遊
泳
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
長
年
放

置
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
、
共
有
地
管
理

組
合
の
役
員
や
集
落
民
で
整
備
し
た
。

上東区長。区長歴３年。
昭和 29 年生まれ。山口県出身。
結婚してから38年島に在住。夫
と協力し集落運営に携わる。「先
達の精神的な足跡や業績を正しく
理解し、後世に伝えたい」と語る。

保食神社保食神社

しつる崎灯台しつる崎灯台

フナンデー石フナンデー石

ウッカアウッカア

②
フ
ナ
ン
デ
ー
石

　

グ
サ
ネ
ィ
イ
シ
（
フ
ナ
ン
デ
ー
イ
シ
）
大
男
の
唐
人

（
ト
ー
ハ
ー
）
が
宝
物
を
入
れ
た
大
袋
を
背
負
い
、
杖

を
つい
て
、現
在
石
が
あ
る
場
所
ま
で
来
て
立
ち
止
ま
っ

た
。
す
る
と
、
と
た
ん
に
宝
物
の
袋
と
唐
人
と
杖
が

石
と
化
し
た
。

水神様水神様

災害避難経路図災害避難経路図

ヤンガーヤンガー

ムヤムヤ
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８
月
７
日
〜
９
日
（
２
泊
３
日
）

に
各
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
的
人
材
及
び

次
代
を
担
う
子
ど
も
を
育
成
す
る

目
的
で
喜
界
町
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
標
記

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・
中
・
高
校
か
ら
23

名
の
児
童
生
徒
が
参
加
し
、
寝
食

を
共
に
し
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
資
質
を
高
め
ま
し
た
。

　

メ
ニュ
ー
は
、
島
の
環
境
（
水
環

境
や
ゴ
ミ
問
題
）
や
歴
史
と
文
化

を
学
ぶ
講
義
や
遺
跡
・
史
跡
を
探

訪
す
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
、
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
多
く
取
り
入
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
の
育
成
を
最
重
要
課
題
と

し
て
捉
え
、
今
後
も
人
生
の
基
盤

と
な
る
体
験
活
動
を
多
く
取
り
入

れ
事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

〈
参
加
者
感
想
文
か
ら
〉

　

私
は
、
初
め
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

に
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
た
だ

の
キ
ャ
ン
プ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
リ
ー
ダ
ー
性
を
育
て
る
キ
ャ
ン

プ
と
い
う
こ
と
で
リ
ー
ダ
ー
性
の
な

い
私
は
心
配
し
ま
し
た
。
ま
た
、

班
長
と
い
う
こ
と
で
、
班
を
ま
と

め
た
り
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、

す
ご
く
緊
張
も
し
ま
し
た
。
で
も
、

初
日
か
ら
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
と

ふ
れ
合
え
た
り
し
て
心
が
和
み
ま

し
た
。
私
よ
り
気
が
利
く
し
、
す

ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ご
飯
を
作
る
と
き
も
、
自
分
た

ち
で
協
力
し
な
が
ら
炊
飯
活
動
を

行
い
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

２
日
目
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
暑

か
っ
た
け
ど
、
問
題
を
解
い
た
り
と

楽
し
め
ま
し
た
。
道
を
間
違
え
る

こ
と
が
な
く
て
良
か
っ
た
で
す
。

　

ク
ラ
フ
ト
活
動
は
、
私
は
不
器

用
な
の
で
細
か
い
作
業
が
苦
手
で

す
が
、
自
分
ら
し
い
作
品
が
作
れ

て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
こ
の
３
日
間
、
少
し
だ
け

リ
ー
ダ
ー
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

た
な
あ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、私
が

「
な
り
た
い
な
ぁ
」
と
強
く
思
う
の

は
、
気
が
利
い
て
、
誰
よ
り
も
先
に

行
動
で
き
る
人
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、

私
は
頼
り
な
い
部
分
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
そ
う
い
う
リ
ー
ダ
ー
性

を
高
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
と
て
も
良
い
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子

た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
す
て
き
な
３
日
間
に

な
り
、
思
い
出
に
残
り
ま
し
た
。

喜
界
高
等
学
校
２
年 

戸
内
優
香

こ
と
で
そ
れ
が
や
が
て
大
き
な
差

と
な
っ
て
表
れ
る
（
バ
タ
フ
ラ
イ
効

果
）な
ど
に
つい
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
野
心
の
す
す
め
」（
林

真
理
子
著
）
や
東
進
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

の
林
修
先
生
を
例
に
し
て
、
出
会

い
や
何
気
な
い
ひ
と
言
が
人
生
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
や
偶
然

と
思
え
る
出
会
い
も
実
は
後
で
振

り
返
って
み
る
と
必
然
的
な
も
の
に

思
え
る
こ
と
、成
功
す
る
に
は
、「
縁・

運
・
志
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
な

ど
に
つい
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
百
一
匹
目
の
カ
マ
ス
」

を
例
に
失
敗
が
続
く
と
無
気
力

や
固
定
概
念
の
た
め
に
行
動
し
な

く
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
が
、

「
レ
ッ
ツ
・
ビ
ギ
ン
」
と
い
う
気
持

ち
で
今
日
か
ら
始
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
世
代
の
た
め
に
今
日

で
人
生
が
終
わ
り
と
言
わ
れ
て
も

最
後
ま
で
粘
り
強
く
「
そ
れ
で
も
、

私
は
リ
ン
ゴ
の
樹
を
植
え
る
」
と
い

う
気
概
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
教
職
員
は
、
２
学
期
か

ら
の
教
育
活
動
に
向
け
て
授
業
改

善
な
ど
更
な
る
自
己
研
鑽
を
深
め

て
い
こ
う
と
気
持
ち
を
新
た
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
優
秀
学
園
賞
】　

　

あ
ゆ
み
幼
稚
園

【
市
長
会
会
長
賞
】　　

　

龍
田　

康
志
（
あ
ゆ
み
幼
稚
園
）

【
県
市
議
会
議
長
会
長
賞
】

　

俊
山　

里
穂
（
喜
界
小
四
年
）

【
特　

選
】

　

吉
永　

悠
斗（
あ
ゆ
み
幼
稚
園
）

【
入　

選
】

　

宮
城　

羽
姫（
あ
ゆ
み
幼
稚
園
）

　

峰
山　

喜
成（
あ
ゆ
み
幼
稚
園
）

　

中
井　

美
音（
あ
ゆ
み
幼
稚
園
）

　

平
田　

蓮
音
（
の
ぞ
み
幼
稚
園
）

　

南
村　

優
輝
（
の
ぞ
み
幼
稚
園
）

　

向
井　

康
道
（
の
ぞ
み
幼
稚
園
）

※
入
賞
者
の
作
品
は
８
月
22
日
〜

25
日
ま
で
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

黎
明
館
一
階
第
一
展
示
室
に
展
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

７
月
31
日
（
水
）
に
喜
界
町
教

職
員
教
育
講
演
会
（
町
教
育
委
員

会
主
催
）
が
町
役
場
多
目
的
ホ
ー

ル
で
あ
り
、
町
内
各
幼
稚
園
、
小
・

中
学
校
な
ど
か
ら
約
60
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
鹿
児
島
県
教
育
庁

教
職
員
課
の
原
之
園
哲
哉
（
は
ら

の
そ
の
て
つ
や
）
課
長
を
講
師
に
迎

え
、「
そ
れ
で
も
、
私
は
リ
ン
ゴ
の

樹
を
植
え
る
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
、自
ら
の
ミ
ッ
シ
ョン
（
存

在
証
明
）
を
自
覚
し
な
が
ら
教
育

活
動
に
携
わ
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

小
さ
な
こ
と
で
も
行
動
を
起
こ
す

喜
界
島
を
満
喫
し
た
３
日
間
! 郷土料理の「鶏飯」づくりにチャレンジ 郷土料理の「鶏飯」づくりにチャレンジ

しました。しました。

喜
界
町
教
職
員
教
育
講
演
会

平
成
25
年
度
喜
界
町
リ
ー
ダ
ー
育

成
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

第
64
回
鹿
児
島
県
図
画
作
品
展

入
賞
者

入
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

12



☎

★
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
伸
ば
し

★
太
も
も
の
筋
肉
伸
ば
し

　

こ
の
２
つ
の
運
動
を
３
回
程
度

ゆ
っ
く
り
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
呼
吸
は
鼻
か
ら
吸
っ
て

口
か
ら
ゆ
っ
く
り
吐
く
事
を
意
識

し
ま
し
ょ
う
。

　　　

体
操
教
室

13　Kikai Public Relations 2013.9



　

風
水
害
・
震
災
・
火
災
な
ど
の
災

害
に
よ
っ
て
住
宅
な
ど
の
財
産
に
損

害
を
受
け
た
場
合
は
、
損
害
の
程

度
に
応
じ
て
県
税
（
個
人
事
業
税
、

自
動
車
税
、
不
動
産
取
得
税
、
産

業
廃
棄
物
税
、
個
人
県
民
税
）
の

減
免
や
期
限
の
延
長
な
ど
の
措
置

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
措
置
を
受
け
る
に
は
、

一定
の
要
件
に
当
て
は
ま
り
、
申
請

書
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
地
域
振
興

局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
島
支
庁
県
税
課

☎
０
９
９
７
（
５
７
）
７
２
２
９

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

自
動
車
を
下
取
り
に
出
し
た
り
、

廃
車
し
た
り
し
た
場
合
に
は
登
録

手
続
が
必
要
で
す
。

  

登
録
が
済
ん
で
い
な
け
れ
ば
、
いつ

ま
で
も
元
の
所
有
者
ま
た
は
使
用

者
に
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
め
に
必
要
な
手
続
き
を
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
移
転
登
録
：
自
動
車
を
下
取

　　

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業
い
わ
ゆ
る

旅
客
運
送
事
業
者
は
、
国
の
許
可

基
準
審
査
を
受
け
、
旅
客
輸
送
の

安
全
を
確
保
す
る
様
々
な
条
件
を

ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
許
可
事
業
者

に
な
れ
ま
せ
ん
。
特
別
な
車
体
の

構
造
や
運
転
者
に
つい
て
は
二
種
免

許
の
保
持
は
も
ち
ろ
ん
、
国
が
定
め

る
各
種
の
安
全
確
保
に
関
す
る
研

修
を
受
講
さ
せ
る
な
ど
、
様
々
な

規
制
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

奄
美
群
島
で
は
、
大
幅
な
乗
客

数
の
減
少
に
よ
り
、
公
共
交
通
機

関
で
あ
る
バ
ス
事
業
な
ど
が
国
や

県
、
あ
る
い
は
市
町
村
か
ら
の
財
政

負
担
で
路
線
を
維
持
し
て
い
る
状
態

で
す
。

　

こ
の
様
な
お
り
、一部
の
軽
貨
物

運
送
事
業
者
や
、
運
転
代
行
事
業

者
等
に
よ
る
違
法
で
あ
る
「
白
タ
ク

行
為
」
で
事
業
経
営
が
、
更
に
圧

迫
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
奄
美
群
島
の
人
口
減
少

は
一
段
と
加
速
し
、
少
子
高
齢
化

社
会
へ
の
移
行
は
目
前
に
迫
っ
て
お

り
、
先
々
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
の
果
た
す
役
割
は一段
と
増
す
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
我
々
事

業
者
と
し
て
も
地
域
の
公
共
交
通

機
関
と
し
て
の
役
割
を
肝
に
銘
じ

て
、
安
心
安
全
な
輸
送
体
制
の
確

立
や
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

鹿
屋
市
川
西
町
３
４
８
２

☎
０
９
９
４
―
４
４
―
８
６
７
４

　

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

平
成
26
年
度
入
校
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

●
訓
練
科
名

メ
カ
ト
ロニ
ク
ス
科
、
情
報
処
理
科

●
募
集
人
数

各
科
20
名

●
訓
練
期
間

各
科
２
年

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
（
見
込
者
を
含
む
）

若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者

●
願
書
受
付
期
間

平
成
25
年
10
月
１
日
（
火
）
〜
平
成

25
年
10
月
18
日
（
金
）（
※
当
日
消

印
有
効
）

●
出
願
書
類

入
校
願
書
（
写
真
添
付
）、
学
校
調

査
書
（
又
は
卒
業
証
明
書
）、
願
書
添

付
以
外
に
写
真一枚
（
縦
40
×
横
30㎜
）

●
選
考
日
時

平
成
25
年
11
月
５
日
（
火
）

●
選
考
場
所

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

●
問
合
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

姶
良
市
西
餅
田
１
１
２
０

☎
０
９
９
５
―
６
５
―
２
２
４
７

一
般
社
団
法
人　

奄
美
自
動
車
連

合
会
会
長
・
奄
美
地
区
バ
ス
協
会

協
会
長
岩
崎
菊
美

奄
美
地
区
タ
ク
シ
ー
協
会
協
会
長

　

里
山
雅
家

　

当
校
で
は
、
平
成
26
年
度
の一般

入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
科
名

電
気
設
備
科　

定
員
20
名　

訓

練
期
間
2
年
（
定
員
は
、
推
薦
入

校
者
と一般
入
校
者
の
合
計
人
数
で

す
）

●
応
募
資
格

高
等
学
校
卒
業
者
（
卒
業
見
込
者

を
含
む
）
若
し
く
は
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

●
願
書
受
付

平
成
25
年
10
月
１
日
（
火
）
〜
平

成
25
年
10
月
18
日
（
金
）

●
試
験
日

平
成
25
年
11
月
５
日
（
火
）

●
試
験
科
目

筆
記
試
験
（
現
代
文
・
数
学
Ⅰ
）

及
び
面
接

●
試
験
会
場

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

●
合
格
発
表

平
成
25
年
11
月
15
日
（
金
）

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月
25
日

（
水
）
及
び
10
月
９
日
（
水
）
の

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

で
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

タ
ク
シ
ー
類
似
行
為
（
白
タ
ク
行

為
）
防
止
に
つ
い
て

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　

平
成
26
年
度
入
校
者
募
集

自
然
災
害
に
よ
る
税
の
減
免
制

度
に
つ
い
て

り
に
出
し
た
り
、
他
人
に
譲
っ
た
と

き
。
自
動
車
を
買
っ
た
と
き

○
抹
消
登
録
：
自
動
車
を
使
用

し
な
く
な
っ
た
と
き

○
変
更
登
録
：
住
所
・
氏
名
が
変

わっ
た
と
き

【
問
合
せ
先
】

大
島
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
９
０

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭

に
温
か
く
迎
え
入
れ
、
愛
情
と
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る

方
の
こ
と
で
す
。
県
で
は
、
子
ど
も

の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、
そ
し
て

子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
を

有
し
て
い
る
方
を
、
里
親
と
し
て
認

定
・
登
録
し
、
保
護
を
必
要
と
す

る
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

  

里
親
に
な
る
に
は
、
特
別
な
資
格

な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知

事
か
ら
里
親
と
し
て
認
定
さ
れ
、

登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
児
童
相
談

所
で
里
親
制
度
の
説
明
を
お
聞
き

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

大
島
児
童
相
談
所

☎
０
９
９
７
（
５
３
）
６
０
７
０

自
動
車
の
登
録
手
続
き
は
確
実

に
！

あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ

ん
か
？

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　
　

平
成
26
年
度
入
校
者
募
集
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暮らしの情報 インフォメーション
　

10
月
は
「
個
別
労
働
関
係
紛
争

処
理
制
度
」
周
知
月
間
で
す
。
周

知
月
間
に
合
わ
せ
て
、
労
働
に
関
す

る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

労
働
者
、
事
業
主
の
ど
な
た
で
も
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
申

し
込
み
不
要
。
予
約
可
能
）

○
県
労
働
委
員
会
委
員
に
よ
る「
労

働
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」

相
談
員
：
県
労
働
委
員
会
委
員

（
弁
護
士
、
労
働
組
合
役
員
、
会

社
経
営
者
等
）

・
出
張
相
談
会

　

10
月
3
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
受
け
付

け
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

　

川
内
文
化
ホ
ー
ル
会
議
室

・
定
期
相
談
会
（
毎
月
第
4
火
曜

日
開
催
中
！
）

　

10
月
22
日
（
火
）

午
後
2
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
受

け
付
け
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

　

県
庁
15
階
労
働
委
員
会

・
日
曜
相
談
会　

　

10
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
（
受
け
付

け
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
）

　

県
庁
2
階
会
議
室

○
労
働
に
関
す
る
夜
間
電
話
相
談

相
談
員
：
県
労
働
委
員
会
事
務

局
職
員

　

10
月
１
日
（
火
）、
11
日
（
金
）

　

午
後
8
時
ま
で　

電
話
0
9
9

（
2
8
6
）
3
9
4
3

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
9
9（
2
8
6
）3
9
4
3

　

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
財

産
を
相
続
や
遺
贈
（
遺
言

に
よ
っ
て
財
産
を
譲
る
こ

と
）
に
よ
って
取
得
し
た
場

合
に
は
、
相
続
税
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
相

続
や
遺
贈
に
よ
って
取
得
し

た
財
産
の
額
と
、
相
続
時

精
算
課
税
の
適
用
を
受
け

て
贈
与
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
の
価
額
の
合
計
額
か

ら
債
務
や
葬
式
費
用
の
金

額
を
控
除
し
、
相
続
開
始

「
労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会
」

の
ご
案
内

前
３
年
以
内
の
暦
年
課
税
に

係
る
贈
与
財
産
の
価
額
を
加

算
し
た
「
正
味
の
遺
産
額
」

が
基
礎
控
除
額
を
超
え
る
場

合
、
そ
の
財
産
を
取
得
し
た

人
は
、
相
続
税
の
申
告
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
告

及
び
納
期
限
は
、
被
相
続
人

の
死
亡
し
た
こ
と
を
知
っ
た
日

（
通
常
は
被
相
続
人
が
死
亡

し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
10
か

月
以
内
で
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ 

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
、
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
代
表
）
０
９
９
７
―
５
２

―
４
３
２
１
（
自
動
音
声
で

ご
案
内
し
ま
す
）

http://w
w
w
.nta.go.jp

税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

財
産
を
相
続
し
た
と
き
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住民課からのお知らせ
［家電リサイクルについて］
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　地域安全モニターとは、私たちの暮らしの中の身近な
犯罪の未然防止を目的として防犯活動をしています。
　地域安全活動推進の中核である喜界町防犯団体連絡協
議会や警察の防犯活動に協力し、防犯チラシ等の配布や
呼びかけ活動をおこなっています。
　このたび、新しく２名の地域安全モニターが委嘱され、
２年間、安心・安全なまちづくりを目指して活動してい
ただきます。

積山　寿久さん（先山）（左）、野間　弘也さん（中里）（右）

　この検査は、浄化槽の適正な維持管理による環境保全
を目的に実施するもので、知事が指定した検査機関であ
る（公財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前に
ハガキで通知した検査日にお伺いし、現場での検査と浄
化槽の放流水を採水し持ち帰っての水質検査を行いま
す。（地元の保守点検業者が行う保守点検とは別のもの
です。）
 　毎年１回実施することとなっているこの検査は、11
人槽以上及び官公署の浄化槽を検査対象としていました
が、平成 17 年度から 10 人槽以下の家庭槽も検査対象と
なりました。
   検査対象となった浄化槽（設置年度ごとに対象として
います）については事前に指定検査機関から日程通知が

ありますので必ず受検していただきますようお願いします。

検査手数料（５～１０人槽）

【問合せ先】（公財）鹿児島県環境検査センター
☎０９９－２９６－９０００
http://www.kagoshimakensa.or.jp
または役場水環境課浄化槽担当☎６５－３６９０（直通）

  本町では公共下水道や農業集落排水施設とともに生活
排水処理のための合併処理浄化槽設置整備事業を実施し
ています。平成 25 年度の補助枠にまだ余裕があります
ので、希望される方は水環境課までご連絡下さい。            
  また、公共下水道区域、農業集落排水区域の早
期接続についてもご理解ご協力をお願いします。                      
役場水環境課浄化槽担当   ☎６５－３６９０（直通）

【日時】
平成 25 年 10 月 26 日（土）１３：００～１７：００
平成 25 年 10 月 27 日（日）９：００～１２：００
【場所】役場児童室及び研修室
【相談内容】法律全般
※県司法書士会員 3名来島予定
詳しくは役場住民課までお問い合わせください。
☎６５－３６８７　　　　　

地球環境を守るかごしま県民運動推進会議
　毎月 5日はエコライフデーとし、電気・水・燃料など
の省エネ活動やエコドライブに取り組
んでいます。
環境にやさしい住まい方（省エネ）
①冷房の設定温度は 28 度にします。
② テレビの視聴時間を一日 30 分減ら
　します。
③長時間使用しないときは、主電源を切ったり、コンセ
　ントを抜いて待機電力を減らします。

Information from town 

［毎月５日はエコライフデー！］

総務課からのお知らせ
［地域安全モニターの委嘱］

住民課からのお知らせ
［県司法書士会による法律相談会］

水環境課からのお知らせ
［浄化槽法定検査受検のお願い］

［浄化槽設置整備事業のお知らせ］
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　嘉鈍の岡田武久さん宅の庭にあるハイビスカスは、一つの根
から伸びた枝先に白とピンクの花が咲いていた。妻のサツキ
さんによると、昨年、とある方から枝を分けてもらい育てると、
今年８月下旬にそれぞれ違った色の花を咲かせたという。
　赤連で花屋を営む岩井洋子さんに尋ねると「つぎ木せずに、違っ
た色を咲かせるハイビスカスは珍しい」と驚いていた。
　花言葉は「私はあなたを信じます、新しい恋、 微妙な美しさ」など。

里村　里村　知知
ち さち さ

紗紗ちゃん（湾）ちゃん（湾）
（父　和之・母　優子）（父　和之・母　優子）

登　登　一一
かずゆきかずゆき

幸幸くん(17歳）（右後）（城久）くん(17歳）（右後）（城久）
　　　　純純

じゅんじじゅんじ

次次くん（15歳）（左後）くん（15歳）（左後）
　　　　雄雄

ゆうぞうゆうぞう

三三くん(４歳)(右前)くん(４歳)(右前)
　　　　幸幸

こうへいこうへい

平平くん（３歳）（左前）くん（３歳）（左前）

⑤⑤
　この面は若い女性を表す小

こおもて

面と呼ばれる能面で、太平
洋戦争前は、高千穂神社の祭礼には神官がこの面をつ
けて神舞を踊ったという。このお面にかぶせてあるあて
布には、表に「三光　出目元休　満茂」、裏に「元休打」
と記載されている。
　お面に記載されている出

でめ み つ も ち

目満茂は、越前出目家の五代
目源兵衛満茂といい、１７１９（享保４）年に 67 才で
没し、安土桃山時代から江戸時代初期の興隆時代に活躍
した（金剛巌著『能と能面』）。
　また、薩摩藩の島津家は能を好んでいたため、この面
も島津家が使用したものと推測されている。
　この面は、代々廻家に伝えられているが、経緯は定か
でない。廻家の先祖である廻三左右衛門は、姶良郡福山
町廻村（現在の霧島市福山町内）から当地に来て廻家を
興したという。
　現在は歴史民俗資料室で大切に保管されている。
【参考文献：喜界町誌】

能面（写真右上）能面（写真右上）

（父　次雄・母　マルウ）（父　次雄・母　マルウ）
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喜界町の推計人口
（平成25年８月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,526戸 （０）

人 口   ・・・・ 7,652人 （△５）

男   ・・・・ 3,694人 （△８）

女   ・・・・ 3,958人 （３）

（　）は前月比

先
月
８
月
号
３
ｐ
「
第
67
回
県
民

体
育
大
会（
中
略
）各
競
技
別
成
績
」

の
記
事
中
、
相
撲
２
部
の
欄
で
「
奄0

美
市
住
用

0

0

0

0

２
―
１
喜
界
」
は
「
瀬0

戸
内

0

0

２
―
１
喜
界
」
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

納付をお忘れなく！（９月）
【税】国民健康保険税・介護保険料・後
期高齢者保険料第３期　９/３０まで

【使用料】９月分公営住宅・簡易水道・
下水道使用料・保育料　９/３０まで
　役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

氏　
　

名

後
藤
田
ス
ノ
ヱ

岩
田　

ア
キ

秋
山　

ア
キ

佐
倉　

茂
久

竹
之
下
芳
雄

嶺
岡　

俊
雄

桑
原　

サ
イ

壽　

菊

江

宮
島　

保
治

西
俣　

盛
一

年90
才

94
才

92
才

62
才

96
才

52
才

96
才

80
才

69
才

89
才

住

所

中

里
湾

伊
実
久

湾
中

間
湾

志
戸
桶

浦

原

小
野
津

赤

連

氏　
　

名

玉
利　

一イ
チ
カ花

瀬
ノ
口
誠セ

イ
ヤ也

榮　
　

勇ユ
ウ
マ真

牧
野　

悠ハ
ル
マ真

濵
崎　

海カ
イ
リ莉

久
保
は
な
み

保
護
者

･

寿
人･

･
和
彦･

･
良
治･

･

秀
明･

･

泰
平･

･

恭
平･

住　

所

中

里

赤

連
湾

赤

連

志
戸
桶

湾

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

住

所

中

里
湾

伊
実
久

伊

砂

早

町
湾

氏　
　

名

後
藤
田
公
宣

佐
倉　

敏
子

秋
山　

正
二

玉
岡
百
合
子

城　

千
枝
子

岩
田
三
和
子

　

氏　

名　

松
原　

信
之

牧
野　

美
香

住

所

中

里

中

里

　

先
月
8
月
号
に
特
集
し
た
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
」
中
で
、
戦
争
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た

佐
東
喜
三
郎
さ
ん
が
発
行
し
た
「
合
同
歌
集[

回
顧
・
友]

」
か
ら
佐
東
さ
ん
が
詠
ん
だ
歌
数
首
を

掲
載
し
ま
す
。

住

所

鹿
児
島
市

氏　
　

名

富　

豊
二
郎

　90 歳を超えても、いまだ現役で前田商店を経営する
和子さん。いつも五つ玉そろばんを片手に、お客さん
たちを笑顔で迎える。約 40 年間一人で商売をしてき
た和子さんはお客さんとの会話が一番の楽しみと語る。
　取材中、和子さんは戦前・戦後の激動の時代を懸命
に生き、女で一つで 3人の子どもを育てたあげた「和
子の人生劇場」を熱く語ってくれた。
　長寿の秘訣は「くよくよしないこと」。毎日なるよう
にしかならないというのんきな気持ちで過ごすことが
大事と話す。
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※行事は変更になる場合があります。
　ご了承ください。

毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館）です。
毎
毎

（平成25年9月21日～10月20日迄）
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